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「環境経営」を推進するための 
「経営管理」・「コミュニケーション」ツールとして役立てています 
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   森づくりサポート活動 
植樹累計は、16,180本に！ 

　平成２１年７月、「小さ
な親切」運動の一環とし
て琵琶湖岸の一斉清掃
活動に役職員９４名が参加。
“未来からの預かりもの”
である琵琶湖の美化活
動と豊かな心づくりをめ
ざし、毎年展開しています。 

日本列島クリーン大作戦で 
琵琶湖岸を清掃 

　琵琶湖の生態系における葦（ヨシ）の重要性と、環境保全
への意識を啓発する活動としてヨシ刈りボランティアを毎
年実施しています。 
　平成２０年１２月は、湖西エリア６１名が、高島市新旭町針江
でヨシ刈りボランティアに参加。背丈の倍程もある大きな
ヨシを前に、終始、汗を流しながらの作業となりました。 

「ヨシ刈り」ボランティアで 
琵琶湖の環境保全に貢献 

　創立７０周年の際に植樹をし
たドングリの苗木は、役職員が
２年がかりで職場や家庭でドン
グリの実から育てたものです。
当初３０cm程であった苗木は、
すくすくと大きくなり、今では立
派な実をつけています。 

注目 ココ
に 

　地球温暖化防止やCO２排出
削減は私たちの責任です。その1つ
の取り組みとして、森づくりサポート
活動に参加し、植樹や除草作業
を行っています。苗木が育ち雄大
な森の実現に向け、一人ひとりが
力を合わせて笑顔で励みました。
力強く成長する苗木とともに、自
分自身の成長を振り返ることがで
きました。今後も積極的に参加し
たいと思っています。 

山科支店　杉本 知美 
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「生物多様性保全」の取り組み③ 

　浜町研修センター敷地内で、当行とともに
歩んできた樹齢７０年の「シラカシ」の大木を、
「びわこ地球市民の森」に転植しました。 

　当行創立７０周年（平成１５年１０月）を記念して植樹した１万本の
苗木の生長を促すため、毎年「びわこ地球市民の森」で除草など
のメンテナンス作業を役職員ボランティアにより展開しています。 
　５年目を迎えた平成２０年度は、秋に２回実施。総勢１,３２０名が集
い、除草作業や、創立７５周年を記念して、ヤマザクラやヤマモミジ
など、さまざまな苗木３,０００本を植樹しました。 

環境保全活動の報告の一環として、平成１８年度より「環境会計」をＣＳＲリポートで公表しています。                               
省エネ・省資源による「エコオフィスづくり」に努め、事業活動による環境保全効果が図れたとともに、環境対応型金融商品の提供
による「環境金融」は着実に増加しており、「環境会計」にその成果が表れております。 
今後も「お金の流れで地球環境を守る」との気概のもと、お客さまの環境保全活動を一層促進することにより、地域社会・地球環
境との「共存共栄」を多面的に追求してまいります。 

環境対応型金融商品は、短期的な効果を求めるのではなく、長期的な目線でお客さまと継続的なリレーション（長期的な関係）
を構築し、持続可能な社会を築いていくことに意義があり、それこそが地方銀行としての使命であると考えています。 

1．対象期間　平成20年4月1日～平成21年3月31日　　　2．対象範囲　滋賀銀行単体　　　3．集計方法　環境省発行の「環境会計ガイドライン」を参考 

（3）環境保全対策に伴う経済効果 

（2）環境保全効果 

※地球環境保全コストの投資額は「浜町研修センター」の環境保全設備投資です。 

（1）環境保全コスト （単位：百万円） 

分類 
平成20年度 

備考 
投資額 費用額 

（2）上・下流コスト 
（3）管理活動コスト 
（4）研究開発コスト 
（5）社会活動コスト 

資源循環コスト 

合計 

一般・産業廃棄物の処理、処分コスト 
再生紙回収、リサイクル費用 
環境広告、環境商品パンフレット、環境イベント等 
環境保全に資する会費、研究コスト 
学校ビオトープ支援、ニゴロブナ放流、環境ボランティア費用 

（1）事業エリアコスト 
公害防止コスト 

地球環境保全コスト 

環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標（単位） 平成19年度 平成20年度 環境保全効果 
平成19年度対比 

事業活動に投入する 
資源に関する環境保全効果 
（インプット） 

事業活動から排出する 
環境負荷に関する 
環境保全効果（アウトプット） 

事業活動から産出する 
財・サービスに関する 
環境保全効果 

環境対応型金融商品による 
地域への環境保全活動 

208 
14 

2,000 
12,780 
222 

79,084 
441 

1,042,057 
2,620 
2,184 
6,782

環境対応車購入資金（実行件数） 
太陽光発電システム導入資金（実行件数） 
未来の種による排出権購入累計（ＣＯ2/ｔ） 
植樹活動（累計本数） 
公用車の環境対応車への切替（累計台数） 
環境対応型融資商品の残高（百万円） 
環境対応型融資商品による金利優遇額（百万円） 
エコプラス定期（累計件数） 
エコ＆耐震住宅ローン実行（累計件数） 
琵琶湖原則支援資金賛同書（累計件数） 
琵琶湖原則支援資金実行累計額（百万円） 

▲ 52 
▲ 2 
2,000 
3,400 
69 

6,174 
▲ 57 

310,944 
162 
2,344 
5,186

293 
5 

234

671 
14 

656

土壌汚染防止のためのコスト 
【投資額】浜町研修センターの環境保全投資 
【費用額】低公害車、破砕機リース代金および減価償却費 

156 
12 

4,000 
16,180 
291 

85,258 
384 

1,353,001 
2,782 
4,528 
11,968

電力使用量（千kWh） 
都市ガス（m3） 
ＬＰガス（m3） 
上下水道（m3） 
ガソリン（注入量・k  ） 
重油（注入量・k  ） 

温室効果ガス（ＣＯ2）排出量（ＣＯ2/ｔ） 

23,350 
63,552 
4,311 

122,560 
282 
88

6,982

21,152 
57,559 
1,612 

118,832 
299 
62

6,812

▲ 2,198 
▲ 5,993 
▲ 2,699 
▲ 3,728 

17 
▲ 26

▲ 170

（単位：百万円） 

効果の内容 具体的な取り組み 平成19年度 平成20年度 

収益 
 

費用削減 
合計 

環境対応型融資商品による資金利益 
エコ関連ファンド販売手数料 
リサイクルによる売却収入 
省エネ、省資源によるエネルギー費用の節減 

▲ 100 
43 
0 

▲ 35 
▲ 92

33 
4 
0 
13 
52

671

52 
6 
69 
2 
8 

380

環境ボランティアには 
どのようなものがありますか？ 

Q.

NEW！ 

「生物多様性保全」の 
取り組み④ 
　「ヨシ」は琵琶湖の水
質浄化、魚の産卵場所、
水鳥の生息場所として大きな役割を
果たしています。 
　環境ボランティアにより刈り取ったヨシを活用した「ヨ
シ紙名刺」を導入し、ヨシ群落を「守り、育てる」活動から、
「活用する」活動へと内容を一層充実させました。 

〈平成20年度における環境対応型融資商品の取り組み内容〉 
①環境対応型融資商品の残高は85,258百万円と前期比6,174百
万円増加いたしました。 

②お客さまの環境保全活動をサポートするために384百万円の金
利を優遇いたしました。 

その結果、環境対応型融資商品による融資収益（貸出金利息－
資金調達原価）は33百万円となりました。 


